
多
士
済
々
、
多
彩
な
活
動

会
報
誌
発
行
し
情
報
発
信

鎌
田
　
進
（
か
ま
た
・
す
す
む
）

昭
和
2
8年
秋
田
市
生
ま
れ
。
神
奈
川
大
学
経
済

学
部
卒
業
後
、
（
財
）
た
ば
こ
産
業
弘
済
会
入

社
。
平
成
３
年
税
理
士
試
験
合
格
。
同
４
年
東

京
・
六
本
木
に
税
理
士
事
務
所
開
業
。
同
2
3年

秋
田
高
校
東
京
同
窓
会
幹
事
長
就
任
。

鎌
田
　
　

進
（
昭
和
4
7卒
）

就職懇談会終了後、賀詞交歓会に移行。現役学生たちの就

職活動に諸先輩の助言は貴重（平成25 年１月）

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
９
月
１
日
か
ら
歴
史
が
始
ま
り
今
年
で

１
４
０
年
、
秋
田
高
校
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
誠
に
お
め
で
と
う
と
申

し
上
げ
る
。
秋
田
高
校
東
京
同
窓
会
一
同
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。

高
校
に
在
学
す
る

期
間
は
３
年
と
い
う

人
生
の
長
い
年
月
か

ら
見
た
ら
一
時
の
期

間
だ
が
、
社
会
に
出

て
も
こ
の
３
年
間
は

決
し
て
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
れ
が

故
に
多
く
の
諸
先
輩

や
わ
れ
わ
れ
同
窓
生

も
日
本
各
地
に
お
い

て
同
窓
会
を
開
催
し

て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ

る
。秋
田
高
校
の
同
窓
会
が
創
立
さ
れ
た
の
が
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
８

月
2
2日
で
当
時
の
校
友
会
か
ら
独
立
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時

に
同
時
に
東
京
で
も
支
部
が
創
設
さ
れ
秋
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
と
称

し
た
。
今
年
で
9
8年
に
な
る
。
そ
の
後
平
成
1
3年
５
月
1
9日
に
秋
田
高
校

東
京
同
窓
会
と
改
称
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
近
年
の
秋
田
高
校
東
京
同

窓
会
活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
す
る
。

大
き
く
は
３
つ
の
行
事
を
中
心
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
「
定

期
総
会
」
と
「
賀
詞
交
歓
会
」
そ
れ
に
「
学
生
と
社
会
人
と
の
交
流
会
」

（
就
職
懇
談
会
）
で
あ
る
。
定
期
総
会
は
１
年
を
通
し
て
の
活
動
の
報
告

会
で
あ
る
。
毎
年
６
月
か
７
月
上
旬
に
行
っ
て
い
る
。
総
会
で
は
秋
高
Ｏ

Ｂ
の
著
名
人
に
講
演
を
お
願
い
し
て
い
る
。
国
連
事
務
総
長
特
別
顧
問
を

務
め
ら
れ
た
明
石
康
さ
ん
、
元
東
京
大
学
総
長
佐
々
木
毅
さ
ん
、
東
レ
経

営
研
究
所
社
長
（
現
特
別
顧
問
）
佐
々
木
常
夫
さ
ん
、
大
腸
が
ん
の
権
威

工
藤
進
英
さ
ん
、
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
橋
本
五
郎
さ
ん
（
現
東
京
同

窓
会
長
）
等
々
で
あ
る
。
講
演
と
年
間
報
告
が
終
わ
る
と
親
睦
を
兼
ね
た
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大
宴
会
が
始
ま
る
。
老
い
も
若
き
も
秋
高
生
に
戻
り
当
時
の
話
で
盛
り
上

が
る
。
賀
詞
交
歓
会
は
毎
年
１
月
下
旬
に
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
2
0代
、

3
0代
の
若
い
Ｏ
Ｂ
の
方
に
講
演
を
お
願
い
し
、
ご
自
分
の
仕
事
と
高
校
時

代
の
こ
と
を
語
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
賀
詞
交
歓
会
と
同
じ
日
に
学
生
と

社
会
人
の
交
流
会
（
就
職
懇
談
会
）
を
大
学
２
年
生
、
３
年
生
を
中
心
と

し
て
行
い
、
そ
の
年
に
も
よ
る
が
2
0
人
～
4
0
人
ほ
ど
参
加
い
た
だ
い
て
い

る
。
就
職
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
昨
今
は
参
加
人
数
が
増
え
て
き
て
い
る
。

内
定
を
取
る
た
め
の
方
法
や
面
接
に
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
2
0代

の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
し
て
学
生
に
丁
寧
に
お
伝
え
し
、
ま
た
不
安
や
悩
み
も

聞
い
て
一
人
ひ
と
り
に
対
応
し
て
い
る
。
以
上
が
３
大
行
事
と
し
て
必
ず

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

同
窓
会
幹
事
も
2
0人
ほ
ど
お
り
、
奇
数
月
の
第
２
金
曜
日
に
集
ま
り
幹

事
会
を
行
っ
て
い
る
。
３
大
行
事
の
こ
と
や
会
報
誌
の
こ
と
な
ど
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
る
。
東
京
同
窓
会
で
は
独
自
に
会
報

誌
「
天
上
は
る
か
に
」
を
年
２
回
発
行
し
て
い
る
。
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
や
そ
れ
に
出
席
し
た
人
の
声
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
予
告
、
同
窓

会
以
外
で
も
同
期
会
が
行
わ
れ
て
い
て
そ
の
模
様
の
紹
介
記
事
と
写
真
の

掲
載
、
さ
ら
に
は
東
京
同
窓
会
の
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
の
氏
名

の
掲
載
等
々
盛
り
だ
く
さ
ん
の
記
事
を
掲
載
し
、
会
員
諸
氏
に
配
布
し
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

東
京
に
は
、
秋
田
県
内
の
各
高
校
か
ら
の
Ｏ
Ｂ
も
大
勢
お
り
、
そ
の
Ｏ

Ｂ
会
の
集
ま
り
「
在
京

秋
田
県
高
校
同
窓
会
連

合
会
」
（
秋
高
連
・
あ

き
こ
う
れ
ん
）
の
総
会

が
あ
る
。
そ
の
総
会
は

秋
田
県
知
事
を
お
呼
び

し
て
開
催
さ
れ
る
。
ま

た
秋
田
市
内
だ
け
に
あ

る
高
校
の
Ｏ
Ｂ
会
「
秋

田
市
高
校
連
合
け
や
き

会
」
（
秋
田
市
情
報
交

換
会
）
に
は
秋
田
市
長

を
お
呼
び
し
総
会
が
開

か
れ
る
。
こ
れ
ら
秋
田
県
域
の
高
校
に
関
係
す
る
会
合
に
も
積
極
的
に
わ

が
東
京
同
窓
会
は
関
わ
り
を
持
ち
出
席
も
し
て
い
る
。

秋
田
県
に
住
ん
で
い
る
方
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
う
が
、
東
京
同
窓
会

長
の
橋
本
五
郎
さ
ん
が
出
身
地
三
種
町
に
「
橋
本
五
郎
文
庫
」
を
平
成
2
3

年
４
月
2
9日
に
作
ら
れ
た
。
開
庫
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
東
京
同
窓

会
の
有
志
が
そ
の
秋
、
「
五
郎
文
庫
を
訪
ね
て
」
と
称
し
て
秋
田
県
を
ぐ

る
っ
と
回
っ
て
き
た
。
新
幹
線
で
秋
田
駅
に
着
い
て
か
ら
高
校
の
隣
に
あ

る
同
窓
会
館
に
寺
田
事
務
局
長
を
訪
ね
、
そ
の
後
母
校
を
私
と
１
年
Ｃ
組

で
机
を
並
べ
た
高
橋
貢
校
長
に
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
さ
ん
た
ち



が
授
業
を
受
け
て
い
る
様
を
拝
見
し
、
自
分
の
高
校
時
代
を
懐
か
し
み
つ

つ
八
郎
潟
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
。
翌
朝
橋
本
五
郎
文
庫
を
訪
問
し
、
五

郎
さ
ん
の
長
兄
に
ご
案
内
い
た
だ
き
中
曽
根
康
弘
元
総
理
が
揮
毫
し
た
看

板
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
そ
の
後
大
館
比
内
町
の
宿
に
落
ち
着
き
本

場
き
り
た
ん
ぽ
鍋
で
一
升
瓶
を
開
け
た
。
帰
り
は
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
に

揺
ら
れ
角
館
で
お
い
し
い
お
酒
と
料
理
を
い
た
だ
き
、
新
幹
線
で
東
京
へ

と
帰
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
企
画
も
東
京
で
は
行
っ
て
い
て
、
も
と
も
と
が
秋
田
高
校

で
繋
が
っ
た
人
た
ち
は
気
さ
く
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
同

窓
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

平成24 年度定期総会



母
校
へ
の
思
い
ひ
と
し
お

浪
花
の
街
に
こ
だ
ま
す
る
校
歌

宇
佐
見
一
雄
（
う
さ
み
・
か
ず
お
）

昭
和
1
4年
秋
田
市
生
ま
れ
。
昭

和
3
7年
東
北

大
学
工
学
部
機
械
工

学
科
卒
、

同
年
三
菱
電

機
（
株
）
に
入
社
。
同
社
中
央
研
究
所
、
神
戸

製
作
所
に
勤
務
。
こ
の
間
、
主
と
し
て
重
電
機

器
、
新
エ
ネ
機
器
の
開
発
に
従
事
、
平
成
1
2年

同
社
退
職
。
現
在
、
関
西
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン

（
株
）
技
術
顧
問
。
平
成
1
8年
よ
り
秋
高
同
窓

会
近
畿
支
部
長
。
兵
庫
県
西
宮
市
在
住
。

宇
佐
見
一
雄
（
昭
和
3
3卒
）

現役学生も参加、心強い先輩たちの応援

(近畿支部総会、平成24 年11 月)

秋
田
高
校
同
窓
会
近
畿
支
部
は
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
の
第
１
回
全

国
中
等
学
校
野
球
大
会
の
時
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
聞
く
。
こ
の
年
の

８
月
、
在
阪
の
秋
田

中
学
卒
業
生
は
、
当

時
既
に
活
動
し
て
い

た
秋
田
県
人
会
と
合

同
し
て
「
必
勝
、
三

吉
大
明
神
」
の
幟
を

担
い
で
豊
中
球
場
へ

馳
せ
参
じ
た
と
伝
わ

る
。
ま
だ
甲
子
園
球

場
の
な
い
時
代
で
あ

る
。
以
来
ほ
ぼ
毎
年
、

同
窓
生
有
志
が
浪
花

の
街
に
相
集
い
、
美

酒
に
酔
い
、
校
歌
を

放
吟
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
戦
中
、
戦
後
は
し
ば
ら
く
中

断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
昭
和
2
4年
、
戦
後
初
め
て
在
阪
同
窓
会
を
開

い
た
。
先
年
（
平
成
2
1
年
）
戦
後
再
開
6
0
周
年
を
祝
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
支
部
会
員
は
、
秋
田
か
ら
は
遠
い
近
畿
の
地
、
大
阪
府
、
京
都

府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
滋
賀
県
、
和
歌
山
県
（
２
府
４
県
）
に
在
住
の

卒
業
生
３
０
０
余
人
で
あ
る
。
例
年
の
行
事
で
あ
る
総
会
・
懇
親
会
へ
は

四
、
五
十
人
が
出
席
す
る
。
出
席
者
は
秋
田
中
学
時
代
の
卒
業
生
か
ら
平

成
時
代
の
卒
業
生
と
幅
が
広
い
。
数
年
前
ま
で
は
、
昭
和
1
1
年
卒
の
泉
義

一
さ
ん
、
栗
谷
廣
さ
ん
、
富
永
知
一
さ
ん
の
３
人
が
揃
っ
て
出
席
さ
れ
て

い
た
が
、
最
近
で
は
昭
和
2
0年
卒
の
渡
辺
良
宏
さ
ん
が
筆
頭
で
あ
る
。
若

菜
会
１
期
生
、
昭
和
2
9年
卒
の
加
藤
伸
子
さ
ん
、
豊
田
武
子
さ
ん
、
増
出

悦
子
さ
ん
は
常
連
で
あ
る
。
平
成
2
4年
秋
の
総
会
・
懇
親
会
へ
は
学
生
で

あ
る
平
成
2
1
年
卒
の
高
橋
界
君
（
同
志
社
大
・
法
）
、
平
成
2
4
年
卒
の
小

野
秀
平
君
（
京
大
・
工
）
が
初
参
加
で
出
席
し
て
く
れ
た
。
２
人
は
近
畿

地
方
の
大
学
に
在
学
中
の
学
生
諸
君
の
同
窓
会
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
に

応
え
て
く
れ
た
方
々
で
あ
る
。



実
は
、
ど
の
同
窓
会
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
若
い
方
の
参
加
が
少
な
い
。

こ
れ
は
最
初
の
き
っ
か
け
を
つ
か
め
な
い
と
い
う
の
が
理
由
の
一
つ
だ
ろ

う
。
小
生
の
場
合
は
、
入
社
早
々
に
、
栗
谷
さ
ん
（
元
支
部
長
）
が
わ
ざ

わ
ざ
会
社
へ
訪
ね
て
き
て
、
同
窓
会
へ
の
参
加
を
勧
誘
さ
れ
た
の
が
最
初

で
あ
る
。
以
来
ほ
ぼ
毎
年
参
加
し
、
そ
の
た
び
に
元
気
を
も
ら
い
、
お
蔭

で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
全
う
で
き
た
と
も
思
っ
て
い
る
（
栗
谷
さ
ん

か
ら
は
会
う
た
び
に
、
「
お
前
、
部
長
に
な
っ
た
か
？
」
と
言
わ
れ
、
励

ま
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。
現
役
学
生
の
２
人
も
次
回
も
参
加
し
た
い
と

言
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
学
生
の
会
員
が
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

総
会
で
は
、
毎
回
、
会
員
の
方
へ
話
題
提
供
と
い
う
こ
と
で
会
員
に
よ

る
講
演
を
お
願
い
し
て
い
る
。
懇
親
会
の
話
も
盛
り
上
が
る
と
い
う
趣
向

で
あ
る
。
近
畿
支
部
の
会
員
も
多
士
済
々
で
あ
る
の
で
、
そ
の
方
々
の
お

話
を
聞
け
る
の
は
楽
し
み
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
の
講
演
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
、
話
題
は
多
方
面
に
わ
た
る
。

・
萩
原
征
三
郎
（
昭
和
3
4
年
卒
、
元
産
経
新
開
論
説
委
員
）

「
『
食
』
か
ら
国
の
安
全
を
考
え
る
」

・
福
田
豊
史
（
昭
和
4
2年
卒
、
い
ぶ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
）

「
腎
不
全
治
療
の
3
0年
」

・
伊
勢
谷
祥
三
（
昭
和
3
4年
卒
、
元
三
菱
鉱
石
輸
送
、
船
長
）

「
船
と
航
海
の
話
」

・
小
沢
弘
道
（
昭
和
3
4年
卒
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

「
松
下
幸
之
助
に
学
ぶ
―
社
会
貢
献
の
考
え
方
―
」

・

石
川
浩
次
（
昭
和
2
7年
卒
、
石
川
技
術
士
事
務
所
代
表
）

「
兵
庫
県
南
部
地
震
と
こ
れ
か
ら
の
地
震
防
災
計
画
」

・

森
松
洋
（
昭
和
3
6年
卒
、
元
Ａ
Ｎ
Ａ
）

「
Ａ
Ｎ
Ａ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

・
菅
原
裕
和
（
昭
和
4
2
年
卒
元
朝
日
放
送
）

艮
間
放
送
6
0
年
―
変
わ
る
も
の
変
わ
ら
な
い
も
の
」

近
畿
支
部
の
活
動
と
し
て
は
、
総
会
・
懇
親
会
の
ほ
か
に
甲
子
園
（
硬

式
野
球
）
、
花
園
（
ラ
グ
ビ
ー
）
で
の
応
援
が
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が

ら
、
野
球
は
平
成
1
5
年
の
夏
が
最
後
、
ラ
グ
ビ
ー
も
平
成
1
8
年
の
師
走
が

最
後
と
な
っ
て
い
る
。
創
立
○

十
周
年
と
い
う
記
念
の
年
は
予

選
を
勝
ち
抜
い
て
大
阪
へ
来
る

と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が
あ
る
。
平

成
2
5年
の
今
年
は
１
４
０
周
年

で
あ
る
。
必
ず
や
来
て
く
れ
も

の
と
、
期
待
し
て
い
る
。
そ
の

時
は
同
窓
生
大
挙
し
て
駆
け
つ

け
、
声
援
を
お
く
る
も
の
で
あ

る
。

母校への熱いエールを送って再会を誓う



東
北
の
中
心
都
市

同
窓
生
多
彩
に
活
動

相
澤
雄
一
郎
（
あ
い
ざ
わ
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
）

昭
和
９
年
９
月
９
日
生
ま
れ
。
昭
和
3
3年
東
北

大
学
文
学
部
社
会
学
科
卒
、
同
年
４
月
河
北
新

報
社
入
社
。
石
巻
総
局
長
、
編
集
局
次
長
兼
報

道
部
長
な
ど
を
経
て
平
成
３
年
編
集
局
長
、
同

６
年
取
締
役
、
同
８
年
常
務
。
三
陸
河
北
新
報

社
長
、
石
巻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
社
長
も
務
め

た
。

相
澤
雄
一
郎
（
昭
和
2
8卒
）

仙
台
市
は
平
成
元
年
４
月
１
日
、
東
北
で
初
め
て
の
政
令
指
定
都
市
に

な
っ
た
。
人
口
は
現
在
１
０
６
万
人
。
塩
釜
市
、
多
賀
城
市
、
岩
沼
市
、

名
取
市
な
ど
を
含
め
た
仙
台
圈
エ
リ
ア
に
は
宮
城
県
全
人
口
２
３
２
万
人

の
６
割
ほ
ど
の
１
４
６
万
人
が
居
住
し
て
い
る
。
官
公
庁
、
大
学
、
産
業

経
済
、
文
化
な
ど
諸
機
能
が
集
ま
り
、
名
実
と
も
に
東
北
の
中
心
都
市
に

な
っ
て
い
る
。

仙
台
圈
に
は
同
窓
生
が
約
６
０
０
人
い
る
が
、
東
北
大
学
は
じ
め
在
仙

各
大
学
の
学
生
を
加
え
る
と
１
０
０
０
人
を
超
す
仲
間
が
い
る
は
ず
だ
。

仙
台
支
部
は
昭
和
4
8
年
４
月
2
1
日
、
支
部
長
に
稲
見
春
夫
氏
（
昭
和
1
3

卒
、
元
東
北
電
力
常
務
）
を
据
え
て
発
足
、
そ
の
後
菅
原
晃
一
氏
（
昭
和

1
6卒
、
元
国
鉄
仙
台
管
理
局
）
、
同
6
0年
に
藤
原
敬
司
氏
（
元
東
北
電
力
）

が
引
き
継
ぎ
、
年
１
回
の
総
会
を
開
き
親
睦
を
深
め
て
き
た
。
事
務
局
は

東
北
電
力
本
店
内
に
置
い
た
。

同
窓
生
数
が
増
え
、
勤
務
先
が
様
々
で
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
い

な
ど
で
総
会
出
席
者
が
少
な
く
な
り
、
平
成
９
年
1
1
月
の
総
会
を
最
後
に

休
眠
状
態
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
有
志
の
間
で
母
校
へ
の
熱
い
思
い
を
行
動
で
示
そ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
平
成
2
0
年
1
1
月
2
8
日
、
ハ
ー
ネ
ル
仙
台
で
再
興
総
会
を
開

催
し
た
。

支
部
長
に
相
澤
雄
一
郎
（
昭
和
2
8卒
、
元
河
北
新
報
常
務
・
編
集
局

長
）
、
副
支
部
長
に
千
葉
勝
司
（
昭
和
2
9卒
、
元
東
北
電
力
）
、
新
田
目
倖

造
（
昭
和
3
0卒
、
元
東
北
電
力
常
務
）
、
幹
事
長
に
神
谷
謹
一
（
昭
和
3
7

卒
、
元
東
北
電
力
）
の
各
氏
が
就
任
し
た
。
顧
問
に
岩
崎
俊
一
（
昭
和
1
9

卒
、
東
北
工
業
大
学
理
事
長
・
前
学
長
）
、
吉
本
高
志
（
昭
和
3
6卒
、
第

1
9代
東
北
大
学
総
長
、
独
立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
の

両
氏
を
お
願
い
し
た
。

再
興
第
１
回
総
会
に
は
昭
和
1
5
年
卒
か
ら
平
成
1
5
年
卒
ま
で
の
各
世
代

１
０
０
人
が
出
席
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

再
興
第
２
回
総
会
の
平
成
2
1
年
1
1
月
６
日
に
は
、
７
月
の
仙
台
市
長
選

挙
で
当
選
し
た
奥
山
恵
美
子
氏
が
出
席
し
た
。
全
国
の
政
令
市
で
は
初
め

て
の
女
性
市
長
。
奥
山
氏
は
秋
田
市
出
身
で
昭
和
4
2年
、
秋
田
高
校
に
入

学
し
た
が
、
２
年
生
の
時
に
盛
岡
一
高
に
転
校
。
東
北
大
学
経
済
学
部
卒
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業
後
、
仙
台
市
役
所
に
入
り
、
教
育
長
、
副
市
長
を
歴
任
し
た
。

「
学
都
仙
台
」
で
岩
崎
、
吉
本
両
氏
が
大
学
の
ト
ッ
プ
、
今
度
は
行
政

ト
ッ
プ
に
奥
山
氏
が
就
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
校
歌
に
あ
る
「
敬
天
愛
人

理
想
を
高
く
、
お
の
れ
を
修
め
て
世
の
た
め
つ
く
す
」
と
い
う
〝
気
概
″

を
示
し
た
。
同
窓
会
か
ら
贈
ら
れ
た
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
紫
色
地
に
校
章
、

「
秋
田
高
校
同
窓
会
仙
台
支
部
」
と
染
め
抜
か
れ
た
旗
を
前
に
１
０
０
人

の
同
窓
生
が
校
歌
を
斉
唱
、
奥
山
仙
台
市
長
の
健
闘
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

平
成
2
2
年
1
1
月
５
日
の
第
３
回
総
会
も
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
岩

崎
俊
一
顧
問
が
同
年
４
月
2
1
日
、
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
（
国
際
科
学
技
術

財
団
、
賞
金
５
０
０
０
万
円
）
で
あ
る
第
2
6
回
日
本
国
際
賞
を
「
工
業
生

産
・
生
産
技
術
」
の
分
野
で
受

賞
さ
れ
た
の
で
、
総
会
で
3
0分

間
の
記
念
講
演
を
お
願
い
し
た
。

東
北
大
学
工
学
部
電
通
信
工

学
科
教
授
時
代
の
3
0年
前
に
、

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
磁
気
記
録

方
式
を
水
平
型
か
ら
垂
直
型
に

す
る
方
式
を
発
明
、
い
く
つ
も

の
障
害
を
乗
り
越
え
て
実
用
化

に
成
功
し
た
。
世
界
で
６
兆
円

産
業
に
な
っ
て
い
る
。
「
戦
時

中
の
５
年
生
の
時
に
海
軍
兵
学

校
に
入
っ
た
が
終
戦
。
多
く
の
仲
間
を
失
っ
た
が
、
世
の
た
め
に
尽
く
す
、

と
い
う
信
念
で
生
き
て
き
た
」
と
約
9
0人
の
後
輩
に
感
銘
を
与
え

た
。

世
の
中
は
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
平
成
2
3
年
３
月
1
1
日
、
世
界

で
４
番
目
の
Ｍ
９
・
Ｏ
の
巨
大
地
震
が
発
生
、
宮
城
、
岩
手
、
福
島
３
県

を
中
心
に
約
２
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
に
襲
わ
れ
た
。
奥

山
仙
台
市
長
は
先
頭
に
な
っ
て
復
旧
、
復
興
に
取
り
組
ん
だ
。
会
員
の
消

息
を
知
る
た
め
に
も
と
同
2
3
年
1
1
月
２
日
、
第
４
回
総
会
を
開
催
、
被
害

の
状
況
は
様
々
だ
っ
た
が
約
8
0
人
が
お
互
い
の
無
事
を
確
か
め
合
っ
た
。

高
橋
貢
校
長
が
出
席
し
「
平
成
2
5年
は
本
校
創
立
１
４
０
周
年
で
あ
る
。

春
夏
2
5
回
目
の
甲
子
園
を
目
指
す
」
と
挨
拶
、
当
日
参
加
し
て
い
た
最
後

の
甲
子
園
出
場
選
手
の
佐
藤
翔
氏
（
平
成
1
6卒
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
が
「
甲

子
園
出
場
目
指
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と
檄
を
飛
ば
し
、
震
災
で
沈
ん
だ
空

気
を
吹
き
飛
ば
し
た
。

同
窓
会
総
会
は
中
高
年
者
に
偏
り
が
ち
だ
が
、
仙
台
支
部
は
平
成
年
度

卒
業
者
が
３
分
の
１
は
出
席
し
て
く
れ
る
。
職
種
が
多
彩
で
総
会
を
通
し

て
異
業
種
交
流
の
輪
が
広
が
る
と
と
も
に
相
互
理
解
が
広
が
っ
て
い
る
。

百
万
都
市
仙
台
と
郷
土
秋
田
の
つ
な
が
り
は
、
今
後
ま
す
ま
す
深
ま
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。
「
道
州
制
」
と
い
う
時
代
も
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
仙

台
支
部
は
同
窓
生
の
親
睦
、
交
流
ぽ
か
り
で
な
く
そ
れ
ぞ
れ
が
培
っ
て
き

た
「
力
」
と
「
世
の
た
め
つ
く
す
」
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
母
校
、
郷
土

の
発
展
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
い
る
。



男
女
共
学
か
ら
生
ま
れ
た
「
若
菜
会
」

秋
山
　

ま

り
子

（
あ
き
や
ま
・
ま
り
こ
）

昭
和
1
0
年
秋
田
市

生
ま

れ
。

昭
和
3
6
年
東
京
女

子
医

科
大
学
卒

。
昭
和
3
7
年
慶

應
義

塾
大
学
医

学
部
皮
膚
科
学
教
室
入
局
。
昭
和
4
1
年
東
京
都

済
生

会
中
央
病

院
皮
膚

科
勤
務

。
同
年

、
東
京

都
世

田
谷
区
で

、
昭
和
4
9
年

に
秋
田
市

で
秋
山

皮
膚

科
医

院
を
開

業
。
平

成
元

年
～
1
2
年
県
教

育
委
員

。
日
本

皮
膚
科
学

会
認

定
専
門
医

。

秋
山
（
丹
内
）
ま
り
子
（
昭
和
2
9卒
）

昭
和
2
3年
４
月
、
学
校
教
育
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
母
校
は
新
制
高
等

学
校
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
歩
ん
だ
が
、
男
女
共
学
に
な
っ
た
の
は
昭
和

2
6年
４
月
で
あ
っ
た
。
当
時
の
様
子
を
深
井
博
之
先
生
は
「
同
窓
会
だ
よ

り
」
第
６
号
（
昭
和
5
3年
６
月
発
行
）
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。

「
昭
和
2
6年
春
の
卒
業
生
は
、
東
大
に
1
6名
と
い
う
大
量
の
合
格
を
出

し
て
学
校
を
驚
か
せ
た
が
、
も
う
一
つ
画
期
的
な
こ
と
は
共
学
の
実
施
で

あ
る
。
中
川
秀
松
校
長
が
、
入
学
試
験
合
格
者
選
考
事
務
が
終
わ
る
段
階

で
補
欠
3
0
名
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
共
学
と
な
る
の
に
女
子
3
0
名
を
入
学
さ

せ
る
と
い
う
の
に
相
当
し
た
数
で
、
一
律
に
合
格
者
と
し
て
発
表
す
る
た

め
に
急
い
で
相
当
者
を
調
査
さ
せ
ら
れ
た
覚
え
が
あ
る
。
４
月
高
橋
一
郎

校
長
と
な
っ
て
初
め
て
共
学
が
実
施
さ
れ
た
。
実
施
と
い
っ
て
も
校
舎
は

半
ば
建
築
中
で
、
教
室
は
新
し
い
管
理
棟
か
ら
離
れ
た
旧
兵
舎
、
雨
が
降

れ
ば
傘
を
さ
し
て
授
業
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
便
所
の
一
部
が
女
子

専
用
と
な
っ
た
だ
け
で
、
更
衣
室
も
な
い
状
態
だ
っ
た
。
共
学
の
た
め
の

施
設
設
備
は
皆
無
、
指
導
教
諭
が
す
べ
て
男
性
で
新
学
期
が
開
始
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
…
…
女
生
徒
は
才
媛
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
」
。

さ
て
、
私
は
と
い
う
と
、
入
っ
た
秋
高
は
自
由
で
楽
し
か
っ
た
。
東
京

か
ら
母
の
実
家
に
疎
開
し
、
い
じ
め
に
あ
っ
た
り
、
嫌
な
思
い
も
多
か
っ

た
だ
け
に
秋
田
高
校
の
伸
び
伸
び
と
お
お
ら
か
な
校
風
は
う
れ
し
か
っ
た
。

担
任
の
深
井
先
生
は
と
て
も
温
か
く
許
容
力
の
あ
る
方
で
多
少
の
悪
い

こ
と
も
大
目
に
見
て
く
だ
さ
る
度
量
が
あ
り
、
お
蔭
で
私
は
そ
れ
以
上
悪

い
こ
と
を
し
な
い
で
難
し
い
年
頃
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

学
校
で
も
最
初
の
女
子
と
い
う
こ
と
で
随
分
気
を
遣
っ
た
と
思
う
。
女

子
卒
業
生
名
簿
「
若
菜
」
（
昭
和
5
3
年
発
行
）
に
初
め
て
女
子
の
先
生
と

し
て
い
ら
し
た
佐
藤
カ
ツ
先
生
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
2
5年
間
お
勤
め
し
た
秋
田
北
高
を
退
職
し
、
そ
の
思
い
出
に
浸
っ
て

い
た
時
、
中
山
健
先
生
、
高
橋
一
郎
先
生
か
ら
秋
高
女
子
生
徒
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
と
も
と
お
話
が
あ
り
、
全
く
自
信
な
き
ま
ま
、
６
月
頃
と
思
い
ま
す

が
、
秋
高
に
ま
い
り
ま
し
た
。
…
…
特
に
女
子
１
期
生
の
方
は
共
学
組
と

し
て
隔
離
教
室
（
旧
1
7
連
の
兵
舎
の
建
物
）
に
お
り
ま
し
た
。
外
に
出
る

た
び
に
、
本
校
舎
２
階
か
ら
当
時
の
３
年
生
（
昭
和
2
7卒
）
か
ら
好
奇
の

目
で
見
ら
れ
、
共
学
の
男
子
と
で
も
歩
こ
う
も
の
な
ら
散
々
に
ヤ
ジ
ら
れ

本
当
に
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
私
の
仕
事
は
１
５
０
０
の
男
の
中
で
の
2
8
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名
に
対
し
過
ち
の
な
い
よ
う
に
、
女
ら
し
さ
を
失
わ
な
い
よ
う
に
と
、
殺

風
景
な
校
内
に
2
8輪
の
花
と
し
て
行
動
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
で
し
た
。

さ
す
が
選
ば
れ
た
方
々
で
、
よ
く
わ
か
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

カ
ツ
先
生
は
、
い
つ
も
温
厚
で
、
ひ
っ
つ
め
頭
の
お
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
。

２
年
生
に
な
り
担
任
は
山
下
三
喜
男
先
生
だ
っ
た
。
先
生
も
ず
っ
と
変
わ

ら
ず
今
も
、
奥
様
と
と
も
に
親
身
に
な
っ
て
心
配
し
て
く
だ
さ
る
。

「
若
菜
会
」
発
足
に
つ
い
て
同
窓
会
だ
よ
り
の
深
井
先
生
の
文
は
続
く
。

「
ど
こ
の
家
庭
で
も
大
抵
長
女
は
お
と
な
し
く
次
女
は
活
発
で
あ
る
。

共
学
が
全
学
年
に
亘
っ

た

秋

頃

か

ら

女

子

だ

け

の

会

の

結

成

必

要

の

声

が

２

期

生

の

中

か

ら

ぽ
つ
ぽ
つ
出
始
め
た
．

『
女
子
の
人
数
が
少
な

く
、
女
子
特
有
の
問
題

も

あ

る

の

に

、

生

徒

会

で
な
か
な
か
取
り
上
げ

て
も
ら
え
な
い
』
…
…

そ

し

て

遂

に

昭

和
2
9
年

２
月
、
最
初
の
卒
業
生

を
送
り
出
す
直
前
、
若

菜
会
が
職
員
会
議
で
認

め
ら
れ
誕
生
し
た
の
で
あ
る
」
。

佐
藤
康
子
さ
ん
（
昭
和
3
1
卒
）
は
「
若
菜
」
に
「
若
菜
会
と
い
う
名
称

は
女
生
徒
か
ら
募
集
し
て
互
選
で
決
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
…
…
初

代
の
会
長

が
村
山
幸
さ
ん
、
２
期
が
柳
原
和
枝
さ
ん
、
３
期
が
武
田
周
子

さ
ん
、
４
期
が
畠
山
洋
子
さ
ん
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
書
い
て
い
る
。
そ

の
後
女
生
徒
の
数
が
増
え
、
共
学
が
定
着
し
、
女
子
だ
け
の
会
の
必
要
性

が
薄
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
激
論
の
末
、
昭
和
4
8
年
在
校
生
の
若
菜
会
は

消
滅
し
た
。
そ
の
後
秋
高
女
子
卒
業
生
の
親
睦
の
会
と
し
て
昭
和
5
1
年
同

窓
会
支
部
若
菜
会
が
再
出
発
し
、
代
表
幹
事
を
秋
山
ま
り
子
が
務
め
た
。

そ
の
後
、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
最
近
の
状
況
に
つ
い
て
平
成
2
1
年
７

月
の
同
窓
会
だ
よ
り
に
4
0年
卒
の
吉
田
慶
子
さ
ん
が
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
「
若
菜
会
は
昭
和
2
9
年
卒
の
女
子
１
期
生
か
ら
昭
和
4
5
年
卒
の
女

子
の
会
で
す
。
…
…
今
回
（
の
若
菜
会
）
は
前
回
か
ら
７
年
ぶ
り
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
…
…
今
後
も
女
子
の
親
睦
団
体
と
し
て
存
続
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
で
、
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
」
。
直
近
で
は
平
成
2
3
年
1
0

月
に
昭
和
4
1
年
卒
の
方
々
が
幹
事
で
若
菜
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
楽
し
い

充
実
し
た
会
で
皆
さ
ん
の
お
話
が
魅
力
的
だ
っ
た
。
現
在
、
学
校
に
若
菜

会
が
あ
っ
た
昭
和
4
5年
卒
ま
で
幹
事
が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
存
続

に
つ
い
て
こ
の
次
の
若
菜
会
で
結
論
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
気

楽
で
楽
し

い
「
女
子
会
」
と
し
て
存
続
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。
母
校
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
願
い
、
柔
ら
か
い
発
想
で
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
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